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令和８年第１回（３月）峡南広域行政組合議会定例会 

 

令和８年３月１７日 

午前１０時００分開議 

 

１．議 事 日 程 

 

  議長あいさつ 

  開会宣言 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

  日程第 ２ 会期の決定 

  日程第 ３ 諸般の報告 

  日程第 ４ 代表理事施政方針並びに議案の提案 

  日程第 ５ 議案第 １号 組織改編に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件 

  日程第 ６ 議案第 ２号 峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件 

  日程第 ７ 議案第 ３号 令和７年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第４号） 

  日程第 ８ 議案第 ４号 令和７年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第１

号） 

  日程第 ９ 議案第 ５号 令和７年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号） 

  日程第１０ 議案第 ６号 令和８年度峡南広域行政組合一般会計予算 

  日程第１１ 議案第 ７号 令和８年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算 

  日程第１２ 議案第 ８号 令和８年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算 

  日程第１３ 議案第 ９号 指揮車兼資機材搬送車売買契約の一部変更の件 

  日程第１４ 閉会中の所掌事務調査の件 
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２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

 

     １番  秋 山 豊 彦        ２番  笠 井 雄 一 

     ３番  松 野 清 貴        ４番  望 月   眞 

     ５番  小 林 有紀子        ６番  井 上 光 三 

     ７番  小 菅 増 雄        ８番  望 月   恒 

     ９番  遠 藤 一 彦       １０番  佐 野 知 世 

    １１番  望 月 小五郎       １２番  高 橋 茂 広 

 

 

３．欠席議員 

 

     なし 

 

 

４．会議録署名議員は次のとおりである。（２名） 

 

     ２番  笠 井 雄 一        ９番  遠 藤  一 彦 

 

 

５．地方自治法第１２１条により会議に出席を求めた者ならびに出席した者（１３名） 

 

代  表  理  事 望 月 幹 也 
副 代 表 理 事 

兼消防業務担当理事 
遠 藤   浩 

業 務 担 当 理 事 望 月 利 樹 業 務 担 当 理 事  

理 事 深 沢   肇 会 計 管 理 者 笠 井 和 美 

事  務  局  長 清 野   忍 総 務 課 長 補 佐 若 狭 正 樹 

庁 舎 整 備 準 備 室 

室 長 代 理 
相 沢 茂 広 情 報 セ ン タ ー 所 長 安 藤 清 司 

慈 生 園 園 長 芹 澤   渡 消 防 本 部 消 防 長 林   茂 一 

消 防 本 部 副 消 防 長 

兼 庶 務 課 長 
渡 辺   淳 消防本部庶務課長補佐 石 坂 裕 樹 

 

 

６．職務のために議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。（３名） 

 

    議会事務局長   望 月 和 仁 

    書    記   稲 葉 明 仁 

    書    記   依 田   遥 
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開会 午前９時５９分 

〇議長（井上光三君） 

開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

議員各位には、年度末のお忙しい中、本定例会にご参集賜り、厚く御礼を申し上げます。 

春分も近づき、多くの放送局で桜の開花予想が報道されております。本県におきましては、昨

日、岐阜・高知と並び全国で一番早い開花となり、甲府では昨年より１０日も早い開花となったと

のことです。日中は温かく過ごしやすい季節となっておりますが、突然の降雪など、寒暖差の厳し

い時期でもあります。 

 議員各位におかれましては、健康に十分ご留意さえ峡南地域の発展に引き続きご協力をお願い申

し上げます。 

また、新庁舎も完成となり、４月１日から業務開始となります。新庁舎で勤務される職員をはじ

め、当組合に対する住民の期待は非常に大きなものと思います。 

本組合議会も事務局と協力し、この付託に応えられますよう、議員各位には一層のご尽力をお願

い申し上げます 

 後刻、代表理事より諸議案が提出されますが、何卒、慎重審議並びに円滑に議事進行できますよ

う格段のご協力を併せてお願い申し上げ、挨拶といたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、峡南広域行政組合会議規則第１０８条の規定により、第２番 笠

井雄一君、第９番 遠藤一彦君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第２ 会期の決定を議題とします。 

本件につきましては、議会運営委員会にて協議がされておりますので、その結果について議会運

営委員長より報告を求めます。 

議会運営委員長、第１０番 佐野知世君。 

〇１０番議員（佐野知世君） 

議長の命により、議会運営委員会の報告をいたします。 

令和８年第１回峡南広域行政組合議会定例会の会期等につきましては、本日、議会運営委員会を

開催し、協議いたしました。 

 その結果、会期は３月１日、本日１日とし、審議日程は日程第１から第１４まで、いずれも本会

議にて審議いたします。 

 また、追加議案が提出された場合は、日程に追加し、本会議で審議することといたします。 

 日程の詳細は、お手元に配布したとおりであります。 

 以上、議会運営委員会の報告といたします。 

〇議長（井上光三君） 

お諮りします。 
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本件につきましては、議会運営委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は本日１日間とすることに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第３ 諸般の報告を行います。 

説明員の報告ですが、今定例会に説明員として出席通告のありました者の職氏名を一覧表として

お手元に配布しておきましたので、ご了承願います。 

次に、例月出納検査の報告ですが、別紙例月出納検査報告書の写しをもって報告にかえさせてい

ただきます。 

次に、代表理事からの行政報告ですが、代表理事が関係した令和７年第２回定例会以後の主な行

事は、配布をもって報告にかえさせていただきます。 

以上で諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第４ 代表理事施政方針並びに議案の提案。 

代表理事から代表理事施政方針並びに議案の提案を求めます。 

望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 

おはようございます。 

若干風邪気味でして、声がちょっとおかしいですけども、もしお聞き苦しい点がありましたらご

容赦をお願いしたいと思います。 

寒さもようやく和らぎ、いよいよ春の息吹が感じられる季節になって参りました。本日は、令和

８年峡南広域行政組合第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、ご出

席を賜り、誠にありがとうございます 

開会にあたりまして、提出いたしました案件の主なものについて、その概要をご説明申し上げま

すとともに、私の所信の一端を申し上げ、ご理解とご協力をお願い申し上げる所存であります。 

まず、新庁舎建設に伴う庁舎等整備事業並びに国中６消防本部共同指令センター整備に伴う消防

広域化事業が予定通り完了の運びとなりました。議員各位にはご協力、ご助言を賜り、無事完成と

なりましたことを心より感謝を申し上げます。 

さて、我が国を取り巻く状況は長期化する物価高騰やエネルギー価格の上昇、急速に進行する少

子高齢化など、依然厳しいものと予想されます。 

加えて、国際紛争等情勢の不安定化や自然災害の激甚化など、先行きが不透明な時代を迎えており

ます。国においては、地方創生の推進やデジタル化の加速、防災減災国土強靱化の取り組みが進め

られており、それぞれの自治体には地域の実情に応じた迅速かつ的確な対応が求められています。 

峡南地域におきましても、この状況を打開していくために、改めてDXの推進による業務効率化、

より柔軟な働き方の実現、多様な人材の確保と幅広い視点で様々な取り組みを推進し、これからも
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豊かで安心して暮らすことのできる峡南地域の実現に向け、着実に体制を整え、さらなる向上に努

めて参ります。 

近年では冬場を中心に林野火災が多発しております。地域に目を向けますと、一昨年市川三郷町

の地域内での山林火災が発生し、１４ヘクタールを焼失した火災をはじめ、本年１月８日に発生し

た上野原市と大月市を跨ぐ扇山の林野火災では、長期にわたり消火活動が継続されました。 

県内１０消防本部よりの相互応援協定に基づき、延べ１,９００名が地上隊として活動し、また災

害派遣要請のもと、自衛隊ヘリ延べ４４機、近隣都県防災ヘリ延べ５５機が投入され、連日の消火

活動を行いました。当消防本部からは、消火隊１隊４名で延べ３６名を派遣いたしました。 

２４日の鎮圧まで１６日以上を要し、４７７.９４ヘクタールの焼失被害は県内で戦後最大となっ

ております。今後は新庁舎を峡南地域の防災拠点とし、当消防本部におきましても、住民の生命財

産を守るべく、今後予期せぬ災害に備え、スピード感を持った対策等、地域住民の期待にこたえる

べく、十二分な対応ができるよう日々問題意識を持って対応に当たるよう指示をしているところで

あります。 

それではこれより議案の説明をいたします。 

まずは条例案等でございます。 

議案第１号、組織改編に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件につきましては、新庁舎竣工

に関わる組織改編に伴い、関係条例を改正する必要があるため、本条例を制定するものでありま

す。 

議案第２号、峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件につきましては、令和７年人事院及び山

梨県人事委員会より、給与改定が勧告されたことを鑑み、峡南広域行政組合職員給与条例の所要の

改正であります。 

次に、予算につきまして申し上げます。 

令和７年度一般会計補正予算並びに特別会計補正予算につきましては、主に今年度事業の精査に

より予算額を増減させていただいております。特に、議案第３号一般会計の第２表、継続費補正及

び第４表地方債補正において事業の完了に伴う変更及び入札差金等の更正をさせていただきまし

た。また、第３表繰越明許費でございますが、それぞれ諸般の事情による繰り越しでございます。 

議案第４号、情報センター特別会計につきましては、人件費の減額及び繰越金の確定による不用

額と歳出の更正をしております。 

議案第５号、介護保険特別会計につきましては、歳入では利用単価の見直しと利用者数の確定。

歳出では、人件費の減額と不用額の更正をしております。これは慢性的な人員不足により、ハロー

ワーク人材派遣会社と多くのチャンネルで募集していますが、応募者がなく、現在基準人員ぎりぎ

りの人数での運営を行っております。当初予算の通りの採用ができなかったための減額でございま

す。 

次に、議案第６号、令和８年度峡南広域行政組合一般会計予算。議案第７号、令和８年度峡南広

域行政組合基幹業務システム特別会計予算、議案第８号、令和８年度峡南広域行政組合、介護保険

特別会計予算についてであります。予算案提出にあたり、概要の一端を申し述べ、議員各位のご理

解とご協力を賜りたいと存じます。 

まずは総務費関係では、消防施設を中心とした峡南広域行政組合庁舎建設事業につきましては、
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令和８年２月２８日をもって完了し、今後は情報系の光ケーブルの敷設と機器の移設、その後３月

２８日、２９日で引っ越し、３月３０日より供用開始となる予定です。各種手続きも関係機関のご

協力のもと、すべての手続きも完了しております。すでにご案内させていただいておりますが、４

月１５日には竣工式を執り行う予定でございます。議員各位にはご列席のほどよろしくお願い申し

上げます。また、庁舎共用開始にあたりまして、組織改編に伴う各所属の人員や庁舎全体に関わる

共通経費の見直し等を行ってまいります。 

次に情報管理課、これは旧情報センターとなりますが、関連予算は、峡南五町での共同処理業務

については順調に稼動しており、今後も継続しての運用を行って参ります。また、戸籍ガバメント

クラウドを活用した戸籍標準化システムへの移行等を完了し、今年度は戸籍振り仮名法改正に伴う

運用支援の対応を行うものです。今後も自治体クラウドへの対応に注力して参るものです。また、

その他のシステム環境の更新、不測の事態への対応等に備え、峡南各町の自治体クラウドへのスム

ーズな移行等、各システム関連業務への迅速な対応につなげて参りたいと考えております。 

また、慈生園につきましては、令和８年度も引き続き特別養護老人ホーム３０床、ショートステ

イ４床デイサービス２５名定員での運営をして参りますが、厳しい運営状況である上、小規模施設

であるため、退所等重なると減収が生じ、非常に厳しいものとなっています。突発的な事態による

各部門への職員配置も含め、効率的な施設の運営に努めて参ります。また、すでにご案内の通り、

令和１０年３月末の閉園まで構成町への財源負担をお願いするものでありますが、諸般の事情をご

理解いただき、県で公募されている新たな事業者と入所者の皆様の今後の処遇についてきめ細やか

な検討を進めて参ります。 

消防本部につきましては、指令センターの共同化につきまして、各構成町及び議員各位のご理

解、ご助言のもと、国中６消防本部での山梨県国中消防指令業務等共同運用事務協議会が運営主体

となり、２月１日より仮運用が開始され、去る３月１５日日曜日でしたが、関係各位、私とです

ね、井上議長、林消防長も出席をいたしましたけども、開所式が執り行われまして、４月１日より

予定通り供用開始の運びとなりました。今後は指令センターの一元化に伴うスケールメリットを最

大限活用し、消防関連業務の迅速化はもとより、近隣消防本部との応援体制の充実、財政的なメリ

ットを含め、今後の消防行政の広域化等を検討して参ります。 

それでは、主な予算案の内容につきましてご説明を申し上げます。 

議案第６号、令和８年度一般会計予算は歳入歳出総額を１８億９,７８５万８,０００円といたし

ました。分担金及び負担金を主たる歳入財源とし、歳入の９４.３％を占めています。歳出につき

ましては、職員人件費、各共同処理運営経費に充当する他、先ほどもご説明いたしました通り、庁

舎整備事業、国中６消防本部共同指令センターの整備事業の完了により、令和７年度と比較して、

１８億６,０５９万円の減額となり、通常の予算ベースに戻した内容で計上させていただいており

ます。 

議案第７号、令和８年度基幹業務システム、情報センター特別会計予算は、歳出総額を４,７７

２万円といたしました。基幹業務システム特別会計につきましては、峡南５町及び山中湖村の６町

村で共同運用している基幹系業務システムに関わる予算になっております。令和７年度とほぼ同様

の予算規模で編成いたしております。 

議案第８号、令和８年度介護保険特別会計予算は、歳入歳出総額を２億１,７６８万６,０００円



 

8 

といたしました。特養入所者定員３０床、ショートステイ４床、デイサービス２５名の介護保険運

営事業を柱に福祉サービスを提供しております。先ほど申し上げた通り、非常に厳しい財政状況で

あり、各構成町より閉園までの間、当該年度を含め、２ヵ年負担金をいただき、運営に努めるもの

であります。 

議案第９号、指揮車兼資機材搬送車の売買契約の一部変更の件につきましては、峡南広域行政組

合議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分の範囲を定める条例第三条の規定により議

会の議決を得る必要があるため提案するものであります。 

いずれの議案につきましても、ご議決をいただきますようお願いを申し上げます。 

議員の皆様には慎重なご審議をいただくとともに、本定例会に際し、深いご理解とご協力をお願

い申し上げまして、私の施政方針及び議案説明とさせていただきます。なお、詳細説明につきまし

て、つきましては後程清野事務局長よりご説明を申し上げたいと思います。 

ありがとうございました。 

〇議長（井上光三君） 

代表理事の施政方針並びに議案が終わりました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第５ 議案第１号 組織改編に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 

議案第１号 組織改編に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件について、説明をさせていた

だきます。 

代表理事からもありましたとおり、新庁舎竣工にかかる、組織改編に伴うものでございます。 

１ページ以降の新旧対照表とあわせてご覧ください。 

まず第一条関係では、昭和５８年峡南広域行政組合条例第３０号消防本部及び消防署設置条例の

改正でございます。別表消防本部北部消防署の位置を新庁舎の位置、西八代郡市川三郷町下大鳥居

７５０番地１に改めます。 

第二条関係は、情報センターの名称が事務局情報管理課となったことから、特別会計設置条例、

平成８年同条例第１号を新旧対照表の通り改めるものでございます。次に新旧対照表２ページ、第

３条につきましては、峡南広域行政組合議会委員会条例平成１０年同条例第４号、第２条中、情報

センターを情報管理に改めるものです。従いまして、情報センター慈生園常任委員会は、情報管理

慈生園常任委員会と名称を変更いたします。 

また、第四条関係は峡南広域行政組合資金積立基金条例平成２６年同条例第１号の改正でござい

ます。別表中、基金の種別、設置の目的、使途について情報センターを用途に応じた内容に改めて

いくものでございます。 

この条例は令和８年４月１日から施行するものでございます。 

以上、議案第１号の説明とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 
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〇議長（井上光三君） 

提案理由、内容説明が終わりました。 

これより議案第１号 組織改編に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件について、質疑に入

ります。 

質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第６ 議案第２号 峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

清野事務局長 

〇事務局長（清野忍君） 

３ページをお開きください。 

議案第２号、峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件について説明させていただきます。 

令和７年人事院及び山梨県人事委員会より、給与改定が勧告されたことに伴い、所要の改正を行

うものでございます。すでに構成町においても改正されている内容ですので、簡単に説明させてい

ただきます。まず、改正文の内容でございますが、第１４条通勤手当の改正でございます。新旧対

照表につきましては４ページをあわせてご覧ください。第２項第２号の下線部分にある通り、自家

用車等を使用し、通勤する者に対する支給月額を規則で定めるため、条例から削除させていただき

ました。 

次に、新旧対照表６ページ、第４項の次に第５項を設け、新たに駐車場等に係る通勤手当が支給

されることとなりました。支給額は５０００円を超えない範囲内で、１ヶ月当たりの駐車場等の料

金に相当する額を使用するものでございます。なお、当組合では該当者といたしまして、国中共同

指令センターへ４月１日以降、出向する職員について、支給対象となる予定でございます。 

施行期日は令和８年４月１日とするものです。 

以上、議案第２号についての説明とさせていただきます。 

よろしくお願いします。 
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〇議長（井上光三君） 

提案理由及び内容説明が終わりました。 

これより議案第２号峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件について質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第７ 議案第３号令和７年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第４号） 

日程第８ 議案第４号令和７年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第１号） 

日程第９ 議案第５号令和７年度脅威広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号） 

を一括議題といたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

したがって議案第３号から議案第５号までを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 

議案第３号、４号、５号について説明させていただきます。 

６ページをお願いいたします。まず、議案第３号令和７年度一般会計補正予算第４号は、歳入歳

出予算の総額からそれぞれ１億３００万円を減額し、総額を３７億１２４４万４０００円とするも

のでございます。９ページをお開きください。第２表の継続費補正でございます。新庁舎の整備事

業につきましては、令和５年度から令和７年度までの継続費を組ませていただいており、令和７年

度当初予算での完了を予定しておりました。土木造成工事、建築工事、庁舎移転に伴う光ケーブル

管の敷設工事等は予定通り完了いたしました。ただし、情報センターの移転を３月末に予定してお

りましたが、構成町よりサーバー室内の機器の移設は年度末を外して欲しいとの要望がございまし

て、工期の延長をお願いするものでございます。従いまして、繁忙期を避け、令和８年７月中をめ

どに機器移設を行うための費用、２,３８７万円を令和８年度分とさせていただくものでございま
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す。出来高及び契約差金等精査し、総額を２６億２,１３４万７,０００円、２,１６０万円の減額

をさせていただきました。また継続費の年割額を、進捗に合わせて変更するものでございます。 

次に１０ページ、第３表繰越明許費でございます。１２月議会補正第３号でご議決いただきまし

た、株式会社富士通ゼネラルの消防救急デジタル無線の契約行為について、公正取引委員会から独

占禁止法に基づく排除措置命令及び、課徴金等納付命令が決定したことに伴う訴訟に備えた弁護士

費用を追加し、係争が年度を跨ぐために繰り越しを行うものでございます。弁護士委託料１５０万

円を計上しておりましたが、総務省消防庁が公表した算式から弁護士費用を算出いたしました結

果、総額約４１２万円となり、後程事項別明細に出て参りますが、２６１万２０００円の補正をお

願いし、本年度の執行額７２万６０００円を差し引いた額を繰り越しさせていただくものでござい

ます。 

次に、庁舎等整備事業につきましては、先ほど継続費補正で説明させていただいた情報センター

の庁舎移転に伴うサーバーラック内の機器移設に伴う費用の繰り越しでございます。 

また指揮車資機材搬送車の購入につきましては、本体車両を製造するトヨタ自動車の生産遅延の

ための繰り越しでございます。半導体不足等によりまして、電子部品の製造が遅延している関係で

あると聞き及んでございます。現在の予定として、５月に契約先の船山株式会社に納車予定という

ことでございますので、７月末には艤装を施しまして、その後９月末をもちまして消防本部に納車

になる見込みでございます。 

次に１１ページ、第４表地方債補正でございます。庁舎等整備事業、消防広域化事業につきまし

ては、それぞれ事業の完了及び進捗率、契約差金等精査による補正でございます。 

なお、庁舎整備事業の補正後の利率の欄をご覧ください。字が小さくて申し訳ございません。 

今回は構成町幹事また財政担当課長よりのご助言によりまして、１０年経過後に利率の見直しを行

うほうが得策ではないかというご意見をいただいてございます。括弧書きにあります通り、利率見

直しを行った後については、当該見直し後の利率となることとなります。 

第１表につきましては、事項別明細により説明申し上げます。１５ページをお開きください。 

歳入でございますが、１款の分担金及び負担金でございます。業務システム運営費負担金、広域

ネット運営負担金の２目から３目の合計で、１,４８７万２,０００円を減額させていただきます。 

３０ページに負担金の内訳がございますので、それにつきましては後程ご覧いただきたいと思いま

す。２目は住基ネットリース料、保守料の契約差金、１３５万２,０００円の減額のほか、戸籍シ

ステムの保守料等、計１４６万２,０００円の減額分を各町にお戻しするものでございます。 

３目は広域ネットワーク関連調達機器ソフトの更新、またライセンスの更新、機器保守料等の入札

により、それぞれ差金が生じたことから減額することとし、これも各町にお戻しするものでござい

ます。５款の財産収入は、各基金の利息分、１６万１,０００円を追加計上いたしました。 

９款諸収入、１項預金利子は記載の通りとしております通り、定期預金の金利の上昇に伴う追加を

するものでございます。１０款の組合債は、第３表、地方債補正でご説明させていただきました

が、庁舎の整備、また、消防広域化事業に関わる消防債の確定に伴う減額でございます。 

次に１７ページをお願いいたします。歳出でございます。 

１款、議会費でございますが、今年度の議員研修は新庁舎を視察したことに伴いまして、不用額

が出て参りましたので、これを減額させていただきました。２款１項１目一般管理費は、支出見込
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みにおける不用額の減額と、先ほど説明させていただきました弁護士費用２６１万２,０００円の

追加でございます。３目から５目の情報センター関連につきましては、各目の１２節委託料及び１

３節使用料及び賃借料では、入札差金による減額、その他の支出見込みにおける不用額の減額とな

ってございます。６目の庁舎整備準備費でありますが、１４節、工事請負費において、それぞれ工

事の進捗率及び、契約金額の確定により減額するものでございます。３款１項１目の消防総務費の

３節、職員手当等の減額は、職員の扶養、住居、通勤等の所要の手当の確定と時間外手当等、災害

時の対応を考慮する中で、年度末までの支出見込みを確定したことによる減額となってございま

す。 

その他、２目の消防施設費、１０節の需用費は、車両修繕費等の不足による追加でございます。 

３目消防共同指令センター費を含めまして、それぞれ入札差金及び支出見込みにおける不用額の減

額でございます。５款、諸支出金、１項の基金費でありますが、歳入歳出の総額見込みによる残額

の調整と、今年度以降の財源確保のため、１目財政調整基金費に、１,３１４万４,０００円他それ

ぞれ積み立てるものでございます。これによりまして今年度末の基金残高は、財政調整基金費が

９,５１４万３,０００円、消防施設整備基金費が８６３万７,０００円、情報センター施設整備基

金費が１０８万４,０００円となる見込みで、この情報センターの基金につきましては、令和８年

度より組合施設整備基金となりまして種目が変更になります。ふるさと市町村圏基金は４億６１４

万４,０００円となる見込みです。 

２１ページ以降は給与費明細についてでございますので後程ご覧いただきたいと思います。 

次に３１ページ、議案第４号、令和７年度情報センター特別会計補正予算第１号につきまして説

明させていただきます。歳入歳出の総額にそれぞれ９５万６,０００円を追加し、総額を４,７３０

万４,０００円とするものでございます。 

３８ページの事項別明細をお願いいたします。歳入でございますが、２款の繰越金、前年度繰越

金でございます。これを確定いたしまして、歳出１款１項一目基幹業務システム運営費につきまし

ては、歳出の見込みにおける人件費等、不用額の減額をさせていただいてございます。 

２款、諸支出金、１項１目情報センター、財政調整基金に差し引きいたしました所要額２６４万

６,０００円を積み立てるものでございます。今年度末の基金残高は３０４万７,０００円となる見

込みで、この基金は令和８年度より、基幹業務システム特別会計財政調整基金に種別が変更になる

ものでございます。 

次に４９ページをお開きください。 

議案第５号、令和７年度介護保険特別会計補正予算第２号につきまして説明をさせていただきま

す。歳入歳出の総額をそれぞれ１,１９７万８,０００円減額し、総額を２億４９１万１,０００円

とするものでございます。５６ページ、事項別明細をお願いいたします。歳入でございますが、１

款介護保険収入、２款介護保険事業収入は、利用者単価または利用者数の精査によるものでござい

ます。また特別養護老人ホームの老人施設入所介護報酬収入の利用単価につきまして、９,２９０

円を９,８１０円に見直しを行いました結果、５３０万円、また、ショートステイにおきまして

は、３名から２.３名、また、デイサービス事業では、１８.５名から１２名と、当初見込みを下回

ってございます。 

次ページ、歳出に移りまして、各費目にわたり、事業費の確定による減額を行っておりますが、
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一目、施設総務費では、会計年度任用職員の採用者の定着率が低く、人件費の減額等、不用額を更

正いたしました。その他支出見込みにおける不用額の減額でございます。５８ページ以降の給与費

明細につきましてはそれぞれご覧いただきたいと思います。 

以上説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（井上光三君） 

提案理由及び内容説明が終わりました。 

これより議案第３号、令和７年度峡南広域行政組合一般会計補正予算第４号について質疑に入り

ます。 

質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案を原案の通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

 

次に、議案第４号、令和７年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算第１号について

質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は原案の通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

次に、議案第５号、令和７年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算第２号について質疑

に入ります。 

質疑はありませんか。 
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（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は原案通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第１０ 議案第６号 令和８年度峡南広域行政組合一般会計予算。 

日程第１１ 議案第７号 令和８年度峡南広域行政組合基幹業務システム特別会計予算。 

日程第１２ 議案第８号 令和８年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算 

を一括議題といたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

従って、議案第６号から議案第８号までを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 

議案第６号から８号につきまして詳細説明をさせていただきます。６９ページをお開きくださ

い。 

議案第６号令和８年度峡南広域行政組合一般会計予算は、歳入歳出総額を１８億９,７８５万８,

０００円といたしました。第１表といたしまして、歳入歳出予算を款項にて明記させていただいて

おります。 

次に、事項別明細書７６ページをお開きください。歳入でございます。 

１款の分担金及び負担金が当組合の主たる収入財源でございますが、１目、組合費負担金、１６

億５,３２２万９,０００円につきましては、組合各共同処理事業の運営費としての負担金でござい

ます。２目の業務システム運営費負担金４,３３８万７,０００円は、情報センターでの事業に関わ

る経費で住基ネット、財務会計、また戸籍、水道、国保等、構成町での各種業務システム９業務に

関わる負担金でございます。今し方の私の方で情報センターと申しましたが、これは新設の課にな

るものでございまして、情報センターは旧称でございます。３目広域ネット運営費負担金６,２５

８万６,０００円につきましては、行政系、学校系のインターネット環境の管理、光ケーブルの管

理、セキュリティクラウドの管理等に関わる負担金でございます。１０６ページ１０７ページの負
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担金の明細をご覧ください。それぞれの構成町ごとの事業費別負担金区分の表となっております。

１０６ページの下の方にございます、摘要欄をご覧ください。ちょっと字が小さくて本当に申し訳

ございません。組合費の負担金の算出方法につきましては、事業に適用した算出基礎によりまして

計上をさせていただいております。それぞれの事業によりまして負担割合、按分の割合の方が変わ

ってございますので、後程ご覧いただきたいと思います。 

７６ページにお戻りください。１款分担金及び負担金の他、主なものといたしまして、次ページ

５款の財産収入１項２目利子及び配当金でございます。ふるさと市町村圏特別会計が令和５年３月

３１日をもって廃止となり、以降、国債等債券の償還期日までは、ふるさと市町村圏基金の運用益

が収入として見込まれています。この収入につきましては、そのまま９２ページの一番下のほうに

ございます、諸支出金に積み立てとして、支出させていただく予定となっております。 

７款の繰入金でございますが、１項２目消防施設整備基金繰入金、８６２万円を予定いたしまし

た。この繰入金に対します歳出は、後程ご覧いただきたいと思いますが９０ページの中段に、３款

消防費、１項２目消防施設費の特定財源といたしまして、高規格救急車購入の財源の一部といたし

ております。７７ページ、歳入、繰入金に戻りまして、５目、峡南ふるさと市町村圏基金繰入金、

８,３００万円。これにつきましては、損保ジャパン日本興亜劣後社債が、令和８年８月８日にフ

ァーストコールを迎えます。これは通常の定期預金でいいます満期と同じようなものでございます

が、これに対します歳出におきましては、８２ページ、２款、総務費、１項１目の一般管理費の２

２節、償還金利子及び割引料といたしまして、県及び各構成町への基金の出資金割合に応じて、こ

ちらを返還するものでございます。 

７８ページ、９款諸収入２項１目受託事業収入３０万６,０００円は、富士川町、南部町のハラ

スメント外部相談窓口業務を受託し、当組合と共にこの業務を外部委託するものであります。ほか

の町につきましては、すでに他の業者と契約済みでありますが、今後、サービス内容、料金等メリ

ット等来年度以降検討を進めてまいります。３項１目雑入をご覧ください。１,０２４万３,０００

円でありますが、山梨県市町村総合事務組合より派遣職員人件費分５１１万６,０００円、救急に

関わる高速自動車国道救急業務支弁金３８０万３,０００円、防災ヘリ交付金４０万円のほか、団

体保険事務手数料等でございます。 

１０款組合債につきましては、今年度は予定しておりません。 

歳出につきましては、８０ページ以降となります。 

まず、１款議会費ですが、昨今の財政事情も勘案し、経費の見直しにより６万４,０００円の節

減をさせていただいています。 

２款総務費１項１目一般管理費でございますが、昨年と比較して８,３３９万９,０００円の増で

ございます。主なものは、組織改編に伴う職員人件費の増、１２節委託料では、統合内部情報シス

テム参加に伴う人事給与システム利用に係る経費の増、新規では先ほど説明いたしましたハラスメ

ント相談窓口委託料、当組合分を含めまして４５万円の計上でございます。２２節償還金利子及び

割引料につきましても先ほどの説明のとおり８,３００万円の計上です。また、２７節繰出金につ

きましては、令和９年度末、閉園予定の慈生園の運営費の不足分３,０００万円を一般会計より繰

出すものであります。構成町負担割合につきましては、１０６ページ右端にございますが、均等割

り４０％、入所者割６０％の割合にて構成町よりご負担いただくものです。現在の入所者は、身延



 

16 

町、南部町に集中しておりますので２町の負担が多くなっています。１３節使用料及び賃借料で

は、財務会計システム関連の費用が統合内部情報システムに移行するため、２０７万９,０００円

ほどの減額分が含まれております。 

２目企画費につきましては、令和７年度中は庁舎建設に係る経費を庁舎建設準備費として６目に

計上しておりましたが、庁舎建設が終了し今後は、新庁舎の管理、旧庁舎の現状復旧、取り壊し等

の計画、慈生園の閉園及び新規事業者との入所者の受入れ等の交渉、観光振興協議会等の事務、法

令外負担金等の事務を企画室に移し進めてまいるための予算を新規に計上いたしました。暫定再任

用職員２名を含めた３名の人件費のほか、１２節に情報センター移設に掛かる費用７１１万８,０

００円、１７節では新庁舎の敷地の草刈り等に係る備品購入費を計上いたしました。 

次に、３目厚生支援費ですが、昨年と比較して８３２万１,０００円の減であります。組織改編

に伴う会計年度任用職員１名の減、その他、庁舎の移転、組織改編に伴う経常経費の削減によるも

のです。１０節需用費では、消耗品費として引き続き、感染症対策用アルコール消毒液、マスク手

袋の確保に伴う経費を計上させていただきました。また、１１節役務費中、手数料でありますが、

介護保険認定審査に付する主治医意見書作成手数料４,４６０件分、障害支援区分医師意見書作成

手数料１５０件分、介護認定WEB審査会用のライセンス料が含まれています。また、１２節、１３

節では標準化対応版認定審査会システム、アイラビット移行作業、の経費等の計上となっていま

す。 

８４ページ下段以降、４目情報管理費でございます。予算額は、８,１８３万円であります。職

員８名と会計年度任用職員１名の人件費が主なものとなっています。職員８名の内１名につきまし

ては、特別会計と業務按分にて計上させていただきました。そのほか、施設管理、福利厚生に伴う

経費、１８節負担金補助及び交付金には、職員の研修負担金を計上させていただいています。 

次に、５目業務システム運営費に移らせていただきます。予算額、４,３３８万７,０００円の計

上であります。この目は情報センターの業務に係かる経費でございまして、１２節委託料、１３節

使用料及び賃借料が主な支出でございます。１２節委託料では、記載のとおり、戸籍振り仮名法改

正運用支援作業委託料２６５万円等を計上しています。また、１３節使用料及び賃借料には、業務

システム運営に伴うシステムリース料や、保守料を計上させていただいています。 

６目は、広域ネット運営費でございます。予算額、６,２５８万６,０００円であります。１２節

委託料では、教育系校務ゼロトラ構築設計業務等の終了により、目全体で９２４万円の減額計上と

いたしました。 

８８ページ中段、７目の公平委員会費につきましては、昨年同様にて計上させていただきまし

た。 

２款２項１目監査委員費でございますが、令和７年度は２年に一度の先進地視察研修を行なった

ため、本年度の計上はありませんので減額させていただきました。 

つづきまして、３款消防費の関係でございます。 

１項１目消防総務費は、消防職員１１６名と会計年度任用職員１名、計１１７名の人件費に係か

る経費が主なものとなっております。予算額は１０億８,２３４万円で、前年度と比較し、１,３４

９万１,０００円の増であります。２節から４節までの人件費は組織改編、給与改定及び定期昇給

分で２,７０７万７,０００円の増となっております。９０ページ、１８節負担金、補助及び交付金
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では、派遣職員人件費をはじめ、はしご車共同運用に係る負担金５９８万４,０００円などを計上

させていただきました。 

つづきまして２目、消防施設費でございますが、予算額は７,３８８万５,０００円で、前年度と

比較し、１,９３８万３,０００円の増であります。１７節備品購入費をご覧ください。まず、防火

衣一式４３１万２,０００円でございます。現状使用している防火衣は、平成２４年度から２７年

度にかけて職員に貸与したものでありますが、令和４年に総務省消防庁で策定した防火衣一式のガ

イドラインに適合していないことから、８年計画で防火衣の更新を行なっており、本年度で３年目

の計上となります。続きまして、高規格救急車４,４８４万２,０００円は、令和６年度に、現有車

両の更新計画を見直しを行いましたが、本年は平成２６年３月更新１１年経過、令和７年１０月現

在、２１万２,０００キロ走行の車両を更新するものです。なお、今後とも引続き車両の長寿命

化、適正運用に努めてまいります。 

９１ページ４款公債費をお願いします。元金、利子合計で１億２,２１６万４,０００円でござい

ます。説明欄に記載のとおりですが、令和５年度よりの新庁舎建設に伴う借り入れの償還がはじま

りました。１０５ページ地方債関連の調書になりますがご覧ください。令和６年度移行に起債を起

こした９番移行が来年度移行の償還として、元金に計上されてまいります。１番の水槽車の更新に

伴う償還は本年度をもちまして終了となります。 

９２ページにお戻りいただきまして、５款諸支出金につきましては、記載のとおりの計上でござ

いますが、３目の峡南広域行政組合施設整備基金に２,４００万円を積立てるものであります。こ

れは、旧消防本部、北部消防署、増穂分駐所、情報センター各施設の取り壊し等を当初は令和８年

度に予定しておりましたが、アスベストの基準値等関連法が２０２１年に改正されたことに伴い、

それ以前の検査結果が使えないことから、再度検査を実施いたしました。結果、解体予定の建築

物、全てにアスベストが含まれており、解体経費が１億５,０００万円程度と高額になることが予

想されることから、それぞれの施設の土地を保有する町にご理解をいただき、令和８年度での事業

を先送りし、基金残高との調整において計画的に実施することといたしました。ただし、土地利用

計画により使用する時期が決まっているものについては優先的に実施していくものであります。ご

理解を賜りますようお願いいたします。 

９４ページ以降は給与費明細書を付けさせていただいております。９５ページ（１）総括の職員

数をご覧ください。短時間勤務職員数をカッコ内に、また、情報センターの基幹系業務システム関

連職員と慈生園の職員は特別会計での記載となりますのでご確認ください。９６ページをお願いし

ます。（ア）会計年度任用職員以外の職員数が２名の増となっていますが、これは、令和７年度、

定年延長制度を適用されずに定年前退職をされた職員一般職１名、消防職１名分の追加補充による

ものでございます。以上が一般会計でございます。 

つづきまして１０８ページになります。 

議案第７号 令和８年度峡南広域行政組合基幹業務システム特別会計予算は、歳入歳出総額を

４,７７２万円といたしました。１１５ページ事項別明細書をお開きください。歳入につきまして

は１款繰入金から３款諸収入までの構成となっております。 

１款１項１目他会計繰入金は、存目とし、一般会計との関連で繰り入れる必要が生じた場合に備

えてのものであります。２目１３５万７,０００円は、令和６年度の余剰金を基金として積み立て



 

18 

て、翌々年度の財源に充当することと受託先である山梨県市町村総合事務組合と取り決めておりま

すのでご承知おきください。２款、３款１項につきましても存目でございます。 

３款２項１目の雑入４,６３６万円は、基幹系システム運営業務における職員６名分の人件費等

であります。これは山梨県市町村総合事務組合からの費用負担分となっています。１１６ページ以

降、歳出でありますが、峡南５町及び山中湖村の基幹業務システムに係かる人件費、及び基幹業務

に係かる運営費が主なものとなっています。この６名は、山梨県総合事務組合との併任職員とし

て、業務を執り行ってまいります。なお、人件費の他、施設管理をはじめ、一般会計との按分によ

る計上といたしておりますのでご確認ください。 

１１７ページ以降は給与費明細書を付けさせていただいております。１１９ページ（ア）会計年

度任用職員以外の職員数をご覧ください。職員数６名での運営となりますのでご確認をよろしくお

願いいたします。 

次に１２７ページになります。議案第８号、令和８年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算

は、歳入歳出総額を２億１,７６８万６,０００円といたしました。 

事項別明細書、１３５ページをお開きください。歳入でございますが、１款介護保険収入は介護

保険事業に係る収入でありまして、１項は保険収入、２項は利用者からの一部負担収入で構成され

ています。それぞれ１目は特別養護老人ホーム部門の収入として、特養入所者３０名、ショートス

テイ利用者４名の定員に対しての収入で、２目はデイサービスに対する収入となります。２款介護

保険事業収入は、介護予防事業に係かる収入でありまして、１項は介護予防日常生活支援総合事業

収入、２項は利用者からの利用料収入で構成されています。それぞれ１目は予防デイサービス部門

の収入となっています。１款の介護保険収入につきましては、国保連より２か月遅れての収入とな

ることから、一般会計で説明させていただいたとおり、１３６ページ６款繰入金１項１目一般会計

繰入金に３,０００万円の計上でありますが、一般会計で説明させていただいたとおりですが、４

月、５月分の年度当初の運営費としての資金繰りをさせていただく予定でございます。１３７ペー

ジに移りまして、２項２目慈生園施設整備基金繰入金には４０万円を計上いたしました。これは各

費目の修繕料等の財源とするものです。７款繰越金は６１万４千円を見込んでいます。 

次に１３８ページからの歳出でございます。１款民生費１項１目施設総務費１億８,４８３万６,

０００円は、職員１４名、短時間勤務の会計年度任用職員１５名の人件費関係と各種委託料、各種

負担金のすべてをこちらに一括計上させていただいています。 

２目の施設入所運営費７１２万５,０００円でございます。特別養護老人ホーム部門の施設の維

持等に関する経費が主なものでございます。１２節委託料の中には嘱託医等派遣委託料２４２万

１,０００円等の所要額を計上しています。 

３目の施設入所処遇費は２,０８１万８,０００円でございます。特別養護老人ホーム部門の入所

者の処遇に関する経費が主なものでございます。１０節需用費中、賄材料費１,３６８万５,０００

円でございますが、特養入所者の食事の提供による支出で目全体の６５.７％を占めています。 

４目、通所介護運営費は４７０万７,０００円でございます。デイサービス部門の経費でござい

ます。２５名定員でございますが、令和７年度、利用者数の実績プラス利用者の勧誘により若干増

を見込みまして（１６.０人）により計上しております。 

２款１項１目介護保険安定化基金費でございますが、予定いたしておりません。利用者の増によ
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り、基金に積めるよう安定的な運営を目指してまいります。以上、介護保険特別会計の説明とさせ

ていただきます。 

１４２ページ以降の給与費明細書でありますが、１４４ページ（ア）会計年度任用職員以外の職

員数をご覧ください。職員数１４名での運営となりますのでご確認をよろしくお願いいたします。 

以上、令和８年度予算の詳細説明でございます。よろしくお願いいたします。 

 

〇議長（井上光三君） 

提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第６号 令和８年度峡南広域行政組合一般会計予算について質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

４番 望月 眞君。 

〇４番議員（望月眞君） 

２月に説明してもらった時には業務システムの負担金が４,８９９万７,０００円だったけれど、

今回は４,３３８万７,０００円になっているのは、何か減らしたということでよろしいですか。 

〇議長（井上光三君） 

清野事務局長 

〇事務局長（清野忍君） 

その通りです。 

〇議長（井上光三君） 

望月眞君、よろしいでしょうか。 

〇４番議員（望月眞君） 

はい、大丈夫です。 

〇議長（井上光三君） 

ほかに質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案を原案の通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

 

次に、議案第７号令和８年度峡南広域行政組合基幹業務特別会計予算について質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 
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（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は原案の通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

次に、議案第８号令和８年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算について質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は原案通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第１３ 議案第９号 指揮車兼資機材搬送車売買契約の一部変更の件について議題といたしま

す。 

提案理由の説明を求めます。 

清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 

 １５２ページ、議案第９号 指揮車兼資機材搬送車の売買契約の一部変更の件につきまして、ご

説明いたします。この件につきましては、本体車両を製造するトヨタ自動車の生産遅延により、契

約先であります船山株式会社へのシャーシの納入が遅れることから、５の変更内容のとおり、契約

期間を令和８年９月３０日まで延長するものであります。生産遅延の理由ですが、半導体不足等に

より、供給がおいついてないものと考えられます。５月末までに船山株式会社への納入されること

が明らかになりましたので、ぎ装期間を含めての延長とさせていただくものであります。 

以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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〇議長（井上光三君） 

提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第９号、指揮車兼資機材搬送車売買契約の一部変更の件について質疑に入りま

す。 

質疑はありませんか。 

（ な し ） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ な し ） 

討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は原案の通り可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案の通り可決することに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（井上光三君） 

日程第１４ 閉会中の所掌事務調査の件について議題といたします。 

各委員長から、継続調査の申し出がありました。 

お諮りします。 

各委員長からの申し出のとおり、継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（異議なし。の声） 

異議なしと認めます。 

よって、各委員長から、申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決しました。 

 

これをもって本議会に付議された案件の審議は、すべて終了いたしました。 

よって、令和８年第１回峡南広域行政組合議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労様でした。 

 

閉会 午前１１時１９分 
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会議の経過を記載して、その内容が相違ないことを証するためにここに署名する。 
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